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１．はじめに
　本学短期大学部保育学科では、学生は１年生の後期開講の「基礎技能（音楽２）」の授業で、
ピアノの個人指導での弾き歌い、及び、クラス授業での声楽を学習している。
　授業は１クラスをふたつに分け、個人指導とクラス授業を、半分ずつ交代で行っている。弾
き歌いは、「子どもの歌」を教材として行っており、クラス授業の声楽は、伴奏をつけながら、
あるいはアカペラでの歌唱というかたちで、やはり「子どもの歌」を指導している。保育現場
に出るまでに、多種多様な「子どもの歌」を学ぶことは大変重要であり、限られた授業時間の
中で、なるべく多くの「子どもの歌」を習得させるべく授業がおこなわれている。
　２年生では、「保育内容（表現１）」と「総合演習」で、１年生の「基礎技能（音楽１，２）」
で学習した「子どもの歌」を用い、また新たな曲も加えて、オペレッタやリトミック、手遊び
歌の制作などを学習している。
　「子どもの歌」は、一般的に読譜をしたり、正しく音程をとることについては比較的容易で
あるため、学生はすぐに曲を覚え、歌唱することができる。弾き歌いにおいては、歌唱と同時
に伴奏を弾く、というピアノ演奏の技術を必要とするため、ピアノの演奏能力によっては、歌
に専念できず、思ったような歌唱ができない場合もあると思われるが、歌唱だけであれば、大
半の学生が、ほぼ譜面どおりに正しく歌うことができている。
　しかし、保育者としての歌唱、ということを念頭において考えた場合、正しく歌うことだけ
にとどまっていてはいけないであろう。そこには幼児にとって耳に心地よい歌声、自然で共感
できるフレーズ感が必要である。幼児は自分ではまだ正しく歌うことができないとしても、そ
の耳はすでに充分音を聞き分け、そしてすべてを吸収してしまう。このことからも保育者の歌
唱は非常に重要であり、幼児に与える影響は計り知れない。子どもは胎児期からすでにさまざ
まな音の刺激を受け、誕生するとまもなく、母親の声と他人の声を聞き分けるなど、身体の諸
感覚機能の中でも、聴覚機能は比較的早い時期に発達する。これは、諸研究から、ほぼ解明さ
れていることである。そこで、先ほどの学生の歌唱を考えてみた場合、もちろん個人差はある
が、譜面通り歌ったことで満足してしまうことなく、より音楽的に歌唱することが必要である
といえる。
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　このことから、本研究は、学生の歌唱の学習にあたり、歌唱教材を一考し、具体的な歌唱の
技術を学ぶことにより、「子どもの歌」を歌唱する際における表現の幅を広げること、また、
学生の歌唱に対する意識の向上を得ることができるか、を探ることを目的とする。
２．声楽の専門性と保育者の歌唱
　保育者は音楽を専門とする職業ではない。しかし音楽は保育には必要不可欠であり、なかで
も歌は、楽器が体そのものであるため、表出される歌声は、そのままごく直接的に聞く者の耳
に届く。特に幼児においては、歌や歌唱者に対するなんの先入観も持ちあわせないため、より
いっそうその傾向が強いと言える。ドロシー・T・マクドナルドとジェーン・M・サイモンズ
は、ロバーツとデイヴィスの提唱として、乳幼児に歌を教えることについて、「最初に学習さ
れたことは長く記憶にとどめられる。どの歌も一貫して正確に歌われるべきである。発声トレー
ニングの後であったとしても、もしそれが不正確に学習されたならば、子どもにとってその歌
を正しく学習し直すことは不可能かもしれない。」と言っている。１）また、保育所保育指針に
おいては表現の内容のうち音楽に関して、「音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器
を使ったりする楽しさを味わう。」と述べてあり、解説書ではこの部分について、「保育士は子
どもの環境としての『音』に敏感でなければならない」と記されている。２）幼稚園教育要領
解説では、５領域のうち表現の部分で、「教師と一緒に美しい音楽を聴いたり、友達と共に歌っ
たり、簡単な楽器を演奏したりすることも、幼児の様々な音楽のかかわる活動を豊かにしてい
くものである。」と述べられている。３）このことから、幼児に歌をきかせる、またはともに歌
う場合、その歌声には、正しい音程、リズムに加えて、自然で無理のない発声、フレーズ感、
わかりやすい発音などが求められるといえるであろう。
　これはそのまま、声楽を専門に学ぼうとする場合の初歩の目的と一致する。すなわち、保育
を学ぶ学生にも、声楽を志す者が初歩の段階でおこなう学習は必要であり、その学習が、保育
を学ぶ学生の歌唱を、幼児にとってより心地よいものにすることができるのではないか、と考
える。
　上記のことから、声楽を専門とはしないが、保育者として将来的に歌うことが必要となる学
生にとって、今まで学習してきた「子どもの歌」から離れ、やや難易度の高い日本の歌を教材
として学習を行うことが、再び「子どもの歌」に戻った際に有効なのではないか、という仮説
にもとづき、実践研究を行った。そしてこれを保育者養成のための歌唱指導の一試案としたい。
３．方法
　まず、授業を行う前に、学生の現時点での「子どもの歌」の歌唱に対する意識調査として、
「アンケートⅠ」を行った。
　次に、その結果をふまえ、教材を選択して、基本的な発声法、呼吸法など声楽の初歩的な学
習をさせ、授業後の意識調査として、「アンケートⅡ」を行い、考察した。
　以下に学習の具体的内容を記す。
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（１）教材選択
　アンケートⅠの結果から、「声楽をもっと学んでみたい」、「高音に問題をかかえている」の
２点を感じている学生が多くみられたため、教材には、既習の「子どもの歌」よりもやや難易
度が高いと思われる曲を用いた。これは、高音の克服や、アーティキュレーションの習得に有
効であり、結果として、「子どもの歌」に戻った時に余裕を持って歌唱できる要素となる、と
考えたためである。テキストは、今回の研究においては、子どもの歌と同じ日本語であるほう
が効果的と考え、日本の歌を学習することとした。ただ、日本の歌に限定して考えた時、いわ
ゆる芸術歌曲と呼ばれる曲や、単に高度なテクニックを要求される曲を選ぶことは、学生にとっ
てはなじみがなく、譜読みにも時間がかかることから、むしろ不適切であろう。そこで、幼児
にはあまり歌われないが、学生達が、一度は聞いたり歌ったりしたことがあると思われること
を基準に、日本歌曲とも呼ぶことができ、なおかつ広く歌われている下記の２曲を選択した。
２曲とも小中学校の教科書に掲載されている。
　　・浜辺の歌　　　　　　　林古渓　　　　作詞
　　　　　　　　　　　　　　成田為三　　　作曲
　　・ちいさい秋みつけた　　サトウハチロー作詞
　　　　　　　　　　　　　　中田喜直　　　作曲
（２）授業内容
　平成20年度入学の２年生50名に、「保育内容（表現１）」のなかで、授業の冒頭20分を使い、
５回の学習をさせた。以下はその内容の詳細である。
　【１回目】
◇ ごく簡単な発声練習（ハミング、母音で３度上下行など）の後、１年生で学習した下記
の「子どもの歌」を歌唱
　　　・虫の声　　　　　　　　（ハ長調　音域：１点ハ音〜２点ハ音）
　　　・はをみがきましょう　　（ハ長調　音域：１点ハ音〜２点ニ音）
　　　・しゃぼんだま　　　　　（ニ長調　音域：イ音〜２点ニ音）
　　　・どんぐりころころ　　　（ハ長調　音域：１点ハ音〜２点ハ音）
　【２回目】
◇腹式呼吸についての学習
（ささえの位置、横隔膜について、ゆるみなど）
◇発声練習
　　　・母音で３度上下行、音域はト音〜２点ト音
　　　・nのハミングで響きを集める
　　　・響かせるために開ける場所について、あくびの意識など
　　　・母音の変換。２度音程でa-e-i-o-u
◇「浜辺の歌」の歌唱（変イ長調　音域：１点変ホ音〜２点ヘ音）
　　　・固定ド唱法で歌唱
　　　・歌詞で歌唱
◇よく歌われる「子どもの歌」と「浜辺の歌」の音域について説明
・ 幼児に歌われることの多い歌は、最高音が２点ホ音までのものが多い。そのため、も
う半音高い２点ヘ音をうまく歌うことができれば、高音を楽にだすことができる。
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　【３回目】
◇前回と同じ呼吸、発声の学習
◇「浜辺の歌」の歌唱
　　　・高音の出し方　息のささえと共鳴腔
　　　・息継ぎの方法　ゆるみで吸う
　　　・レガート唱法　言葉のつながりと音楽のフレーズの関係
　　　・発音について　語頭の子音、濁音と鼻濁音
　　　・強弱のつけ方
　【４回目】
◇前回と同じ呼吸、発声の学習
◇「ちいさい秋みつけた」の歌唱（ホ短調　音域：ロ音〜２点ホ音）
　　　・固定ド唱法で歌唱
　　　・歌詞で歌唱
　　　・フレーズのつなぎかた
　　　・強弱のつけ方
　　　・弱音のときの子音の発音
　【５回目】
◇１回目と同じ「子どもの歌」の歌唱
４．結果
（１）意識調査１回目「アンケートⅠ」
　・方法　　　　質問紙法アンケート
　・調査対象　　平成21年度 保育学科２年生 50名
　・時期　　　　平成21年４月、「保育内容（表現１）」の授業時間内
　・設問数　　　４
　設問１．「子どもの歌」を歌うときに気をつけていることはなんですか。
図１　「子どもの歌」を歌うときに、気をつけていること
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　「子どもの歌」を歌う時に気をつけていることとしては表情がもっとも多く、次いで
声の出し方であった。表情については口頭で聞き取りをしたところ、多くの学生がいわ
ゆる音楽表現としての表情ではなく、歌唱時の顔の表情について答えていることがわ
かった。音程よりも声の出し方に気をつけている学生が多い、という結果からは、楽譜
通りに歌うことから、次のステップをめざしていることが読み取れる。（図１参照）
設問２． 「子どもの歌」を歌うとき、歌いづらい、またはうまくいかない点は具体的にどう
いうところですか。
　歌唱時にかかえている問題点として、高音の出し方をあげた学生が半数を超えた。こ
れは設問１．において気をつけていることのうち、「声の出し方」が他の項目よりも、
目標に到達できていない割合が高いことを示唆する。（図２参照）
設問３．声楽を専門的に学んだことはありますか。
　声楽を学んだことがある、と答えた学生は２名で、具体的には１名は部活動における
経験、１名は個人レッスンを受けたことがある、という回答であった。（図３参照）
図２　「子どもの歌」を歌うときに、うまくいかないこと
図３　声楽を専門的に学んだ経験
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設問４．学んだことのない人は、声楽を勉強したいと思いますか。
　声楽をもっと学びたいと思っている学生は62％で半数以上であった。これは、将来的
に、保育現場では歌唱力が必要であることを学生自身も意識しており、自分の歌唱に、
より自信を持ちたいと考えていると理解できる。（図４参照）
（２）意識調査２回目「アンケートⅡ」
　・方法　　　　アンケートⅠに同じ。
　・調査対象　　アンケートⅠに同じ。
　・時期　　　　平成21年７月、「保育内容（表現）」の授業時間内
　・設問数　　　４
設問１． 「浜辺の歌」「ちいさい秋みつけた」について歌ってみて難しかったところはどんな
ところですか。
　歌ってみて難しかったところはやはり声の出し方が多かった。既習の子どもの歌より
も、音域やフレージングにおいて難易度が高いためだと思われる。（図５参照）
図４　声楽を専門的に学んだことのない人が声楽を勉強したいと思うかどうか
図５　「浜辺の歌」「ちいさい秋みつけた」について歌ってみて難しかったところ
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設問２． 今回の学習により、今まで学習してきた「子どもの歌」を歌うときに、何らかの変
化がありましたか
　学習による変化はほとんどの学生が感じていた。声の出し方、呼吸に対する意識に変
化が見られる。また、歌いやすくなった。という回答も１割の学生に見られ、これは歌
唱の技術が高まった結果と捉えることができる。（図６，７参照）
設問３．「子どもの歌」を歌うときに、気をつけていることは何ですか。
図６　既習の歌を歌う時における今回の学習による変化の有無
図７　既習の歌を歌う時の変化の内容
図８　「子どもの歌」を歌うときに、気をつけていること
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　「子どもの歌」を歌う時に、言葉に気をつけている学生が多かった。内容としては子音、
鼻濁音などである。また、表情に気をつけている学生は17％で、アンケートⅠの同じ質
問に対する回答の31％（図１）よりもかなり少なくなっている。これは、具体的な歌唱
法に注意をむける学生が増えた、と捉えられる。（図８参照）
設問４．あなたは歌うことが好きですか。
　歌うことの好きな学生は80％と多数である。ただ、苦手な学生も少数おり、その理由
として、自身の歌唱に自信がもてないことをあげている。（図９参照）
５．考察
　今回の研究では、まず、学生が自身の歌唱についてどのように考えているのか、意識調査を
おこなった。すると、ほとんどの学生が専門的に声楽を学んだことがなく、多くの学生が、子
どもの歌を歌う場合にうまくいかない点があり、歌唱についてもっと深く学んでみたい、と思っ
ていることが明らかになった。今回の対象ではない、他の授業で接している学生からも、一応、
音とリズムは正しくとれているが、自分の思ったようには声が出ていない、もっと大きな声、
美しい声で歌いたい、などと考えていることがうかがえた。そこで、ひとつの試みとして、学
生に対し幼児が歌うには適さないが、幼児に歌って聞かせるには適する、と思われる日本の歌
を教材として、５回の授業を行い、発声、呼吸、発音等についてより深く学習させた。その後
再び意識調査を行って、すでに学習してきた「子どもの歌」の歌唱時になんらかの変化があら
われるかを探った。
　歌唱時の変化として、意識、技術の両面があげられる。意識面では、まず声の出し方に関す
る意識の変化である。学生は歌を歌うにあたり、以前から、楽しく、明るくなど、雰囲気や気
持ちに関する事項はよく心がけており、これは保育者としてひとつの重要な要素ではある。し
かし、そのため、授業前のアンケートⅠでは、声の出し方よりも、気分的なことを重要視する
視点で声を出している傾向がみられた。授業後のアンケートⅡでは、結果の項で記したよう
に、歌唱時において、それまであまり意識下になかったと思われる発声法、呼吸法、発音など
に大きく注意をむけるようになっている。これによって声の出し方の技術的な視点への意識が
高まった、ということができる。さらに、歌唱全般に関する意識の変化が確認できた。顔の表
図９　歌うことが好きか
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情や、気分の高揚を重視する考えに、具体的な声の出し方、方法に注意をむけるべき、という
考えが加えられた。これはアンケートⅡ設問２の中の自由記述で「声の出し方、腹式呼吸を意
識するようになった」という回答によって表されている。
　次に技術面での変化として、具体的に発声や呼吸、発音などを取り出して学習することによ
り、初歩的な技術が習得され、結果として、「子どもの歌」の歌唱にある程度余裕を持って取
り組むことができるようになった、ということがあげられる。授業前の意識調査、アンケート
Ⅰの時から、多くの学生が、自身の歌唱の力を高めたい、という気持ちを持っており、歌唱の
問題点も認識していた。ただ、正しい発声で、またわかりやすい発音で歌唱したいという、自
身に対する問題提起はあっても、具体的な方法を専門的に学んだことがないため、今回の授業
を行う前には、どのように声をだしたらよいかわからない、と感じている学生が多くみられた。
学習を行ったことにより、ある程度の技術が習得され、授業後のアンケートⅡでは、同じく自
由記述において、複数の学生が、「前よりも「子どもの歌」が歌いやすくなった」という回答
を寄せている。
６．おわりに
　学生の意識調査から、本研究の目的であった、保育学科学生の、歌唱に際して表現の幅を広
げること、歌唱に対する意識の向上を得ること、に一定の成果が得られた。今回の学習に使用
した教材は、一般的には、保育学科で必ずしも学ばなければならない曲とはいえない。２曲と
も子どもが歌うには難易度がやや高く、適さないと思われる。しかし、保育者が子どもに歌っ
て聞かせる場面では用いることができる。授業では時間の制約もあり、保育に直接的に使うこ
との多い曲の学習が、当然ながら大部分を占める。が、歌唱技能の向上という面から教材を考
察すると、「子どもの歌」の範疇をこえたとしても、やや難易度の高い曲を学習することは、発声、
呼吸法などを学ぶ意味で有効であると考えられる。逆に言えば学生の能力を高めるためには、
限られた時間の中でも歌唱技術向上に特化した学習をすることが必要、といえるのではないで
あろうか。
　ただ、技術の向上は、決して短期間に成るものではない。今回の研究でも、ある程度の技術
的な進歩は感じられたが、それ、を「子どもの歌」の歌唱の変化に直接結びつけることのでき
ていた学生は、少数であろう。授業の中で、歌唱の学習に割くことのできる時間も限られてい
る。しかし、まずは意識付けが大切であり、具体的な方法を学ぶことにより、学生達は、自身
の歌唱に対する気付きを経験したといえる。
　保育を学ぶ学生にとって、歌を歌うということは必要不可欠であり、学んでいる間だけでな
く、現場にでてからも、保育には日常的に歌唱を伴うカリキュラムが実践されている。また、
保育者の側からだけではなく、幼児の側からも、日々の園生活において、歌は切り離せないも
のであり、数々の歌を、保育者の口伝えの指導によって習得していく。このことを考えると、
学生は子どもに対する自身の歌唱に責任を感じ、より的確な技術を持って歌唱することを目標
としなければならない。そして、指導教員の立場からも、学生の歌唱に対する意識付け、意欲
の引き出し、歌唱の技術の向上のためにいろいろな具体的方法を講じ、学生が、子どものため
に歌を歌うということについて、高い意識と責任を持つことのできるように指導していくべき
である、と考える。
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　今後の課題として二点をあげる。第一の課題は、今回の調査において、少数ながら、歌うこ
とが好きではない、という学生がみられたことに対する対処法の検討である。既述のように、
歌唱を伴う学習が必須であり、保育現場でも歌うことを必要とされるであろう学生にとって、
歌うことを楽しめないということは、歌唱に対する精神的負担が大きいと思われる。ここには
何がしかの要因があると考え、教員側も、それを解決すべく、努力していかなければならない。
　一方、逆に歌うことが好きと答えた学生は８割おり、このことは、歌唱指導を実践する者に
とって非常に心強い。そして、ほとんどの学生は、自らがまず楽しんで歌うことにより、幼児
にも音楽の楽しさを実感させることができる、と感じている。これは、まさしく音楽の本質と
もいえよう。自身が楽しんで演奏することができなければ、幼児を含む他者を楽しませること
は不可能であろうし、また、演奏者の音楽表現に対する喜びが、聞く者に伝わることでこそ、
その演奏、音楽は有意義なものとなるのである。この点では、学生には今の気持ちを保育現場
に出てもぜひ持ち続けてほしい、と強く願っている。
　第二の課題としては、さらに細かい視点から「子どもの歌」の歌唱を捉え、歌唱技術の向上
を目標として、具体的、かつ、実際的な指導法を探求していく点をあげたい。今回の実践では、
授業を行う前後の、意識調査による意識化の確認を主な成果としたが、今後は、学生ひとりひ
とりの能力の、具体的向上を成果とする実践を行いたい。そして、幼児に歌を歌って聞かせる
立場にある保育者にとって、適切な歌唱とは何か、を模索し、保育者を志す学生が、高い意識
を持って自らの歌唱を考え、実践していく一助となるべく、研究を押し進めたいと考えている。
　
Abstract
　For child Educators who sing for infants and make them enjoy it, singing skills and music 
sensitivity is very important, especially because those who hear it is kindergarten children 
who start growing.  For university students who would like to be child educators, it is also 
important to have incentives in learning how to sing well.  Some students eager to improve 
singing skills in some ways.  Therefore, during April-July 2009, survey was projected that 
50 sophomore students learned singing, 5 times in Childhood Education Class curriculum
（expression1）in designated ways of beginning practice for professional vocalism. 
Instruction tools were Japanese songs which is little more difficult than ordinary, once-
learned children songs.
　Questionnaire survey were distributed twice; before/after the class practice to see 
awareness changes of the students.  Findings show that students' awareness changed in 
singing; after the class, students paid more attentions in singing not only to the happy 
and cheerful attitude, but also to ways of vocalism such as pronunciation and breath.  In 
conclusion, this study result indicates that, in singing instruction to the students to be child 
educators, it is necessary and effective to carefully select songs for improving singing skills 
in addition to so-called ordinary songs to make children sing.
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